
（別 紙） 

 

京都市京セラ美術館（京都市美術館）ネットワークシステム再構築及び機器等

の賃貸借（リース）に係る評価基準及び評価点 

 

１ 目的 

この基準は「京都市京セラ美術館（京都市美術館）ネットワークシステム再

構築及び機器等の賃貸借（リース）」の受託候補者を選定するために行う評価

について、必要な事項を定めるものである。 

 

２ 評価方法 

⑴ 評価基準は、別表によるものとする。 

⑵ 評価者がそれぞれ採点した評価点の平均値を提案書の評価点とする。 

⑶ 評価点１２０点満点のうち７０点を最低合格点とし、応募が１者のみの

場合も同様とする。評価点が最低合格点以上の者がない場合は、再度公募を

実施する場合がある。 

 

３ 審査員 

・ 美術館副館長 

・ 美術館総務課長 

・ 美術館学芸企画課長 



配点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

5 5 京都市内

10 10 8 6 4 2
きわめて

良好
良好 普通

やや
不十分

不十分

提案内容全般 10 10 8 6 4 2
きわめて

良好
良好 普通

やや
不十分

不十分

導入前 15 15 12 9 6 3
きわめて

良好
良好 普通

やや
不十分

不十分

導入時 10 10 8 6 4 2
きわめて

良好
良好 普通

やや
不十分

不十分

導入機器
ソフトウェア等

15 15 12 9 6 3
きわめて

良好
良好 普通

やや
不十分

不十分

操作性 10 10 8 6 4 2
きわめて

良好
良好 普通

やや
不十分

不十分

運用・保守 20 20 16 12 8 4
きわめて

良好
良好 妥当

やや
不十分

不十分

情報セキュリティ
対策

10 10 8 6 4 2
きわめて

良好
良好 妥当

やや
不十分

不十分

今後の拡張性 10 10 8 6 4 2
きわめて

良好
良好 普通

やや
不十分

不十分

115

見積書 5 5 4 3 2 1

5

120

・職員の操作性（容易に操作できるか、操作画面が分かりやすいか等）
・ネットワークシステムの稼働状況や障害発生状況が可視化されてお
り、職員が容易に状況を把握できるものとなっているか。

・委託業務の趣旨・内容を十分に理解し、仕様を満たすシステムを提案
しているか。
・現状の課題を十分解決できる提案をしているか。

小　　　計

合　　　　計

見

積

金

額

・金額の削減
・最低価格事業者（１位）５点
・２位以下の得点：１位の見積費用÷当該事業者の
見積費用×５点（※小数点以下は切り捨て）

小　　　計

・導入時、導入後のサポート、保守管理体制は十分か。
・障害発生時の対応を短時間かつ的確に実施できるか。

・ユーザー認証の可否、権限設定
・通信の安全性
・データのバックアップや復元機能
・不正や脆弱性への対策

・これまでの類似業務の実績

・汎用性（将来的な機器の追加、構成の変更、取り扱うデータ量の増加
に対応できるか等）

・導入までのスケジュールが適切であるか。
・不具合なく的確にシステムを導入するうえで十分な体制及び工程と
なっているか。
・既存システムの調査など、事前調査を十分に行っているか。

・システムの入れ替え作業の手法について、美術館運営への影響が無い
内容となっているか。
・マニュアルや研修など、導入時のサポートに関する提案は適切か。

・通信の安定性
・連携する外部機器（チケット販売システム等）との連携性
・特定の事業者の特許や技術に依存せず、第三者保守が可能なものと
なっているか。

（別表）評価基準 評価点 評価方法

評価項目 評価事項

事

業

プ

ラ

ン

評

価

点

会社概要

・応募者（共同企業体の場合は構成員を含む）が本市区域内に本店又は
主たる事務所を有するか。（本市区域内の場合は５点、本市区域外の場
合は０点）

0 京都市外


